
<活動報告書>

遠征名/合宿名：
2019ミニム小学生エペ・サーブルオーストラリア派遣報告 報告者： 団長 小玉　和成 FJE

　 コーチ 越水　裕亮 FJE
　 総務 石上　由香里 旅の匠
派遣期間： 2019年11月10日～2019年11月15日
遠征地　：　オーストラリア国シドニー市
参加大会：　2019Koala Mini Challenge（個人戦） 2019Friendship Cup Teams（団体戦） 

参加選手： 【エペ男子】
　 中浦　秀哲 大阪読売千里クラブ
　 伊藤　煌二郎 秋田市ジュニアフェンサーズ
　 埋橋　匠 長野Ｊｒフェンシングクラブ
　 金井　惺 沼田フェンシングクラブ

【エペ女子】
　 大高　姫菜 ＳＥＩＳＡ
　 古賀　万結 岩国ジュニアフェンシングクラブ
　 佐藤　ひな子 埼玉クラブ
　 三輪　うらら 関西国際学園

【サーブル男子】
　 河野　碩資 三田フェンシングクラブ
　 奥井　咲之祐 名電ジュニアフェンシングクラブ
　 トゥルヒーン　ミハイル ＳＥＩＳＡ
　 西村　健也 富山パレス
　 田中　遼大 鳥取ジュニアフェンシングクラブ

【サーブル女子】
　 髙橋　ひなた はしまＭＯＡフェンシングクラブ
　 高田　美帆 ＳＥＩＳＡ
　 孫　櫻珊 福岡県フェンシング協会
　 大岡　詩苑 愛媛フェンシングクラブ

　 2019年11月27日



日程及び活動内容:

活動日
11月10日 20:00 羽田国際線ターミナル 羽田空港集合〜結団式

（日） 22:00 初日移動日（羽田空港発：NH880便）
11月11日 9:05 シドニー空港 シドニー空港着。専用中型バス2台でホテルへ移動

（月） 9:30 Adina Apartment Hotel ホテル到着後、チェックインまで時間あったためホテル近辺で 昼食。
14:00 Sydney Airport チェックイン  昼食後ホテルチェックイン。 荷物整理・着替え
14:30 徒歩で会場に移動。荷物多く移動に時間を要した。
15:00 18:00  NSW Fencing Center フェンシング練習

；ウオーミングアップ、フリーファイティング
　　 荷物を預け置くことが出きず、持ち帰る。
　　 19:00 20:00 夕食
　　 全体で食事できる場所が見当たらず。４班に分かれて食事した。

11月12日 6:30 8:30 Adina Apartment Hotel 起床、朝食後試合会場へ移動
（火） 9:00 19:00  NSW Fencing Center 2019Koala Mini Challenge（個人戦）

　　 【U12男子エペ 結果】 【U14男子エペ 結果】
1位： 中浦　秀哲 3位： 埋橋　匠
2位： 埋橋　匠 10位： 中浦　秀哲
3位： 伊藤　煌二郎 11位： 伊藤　煌二郎

14位： 金井　惺 15位： 金井　惺
　　  
　　 【U12女子エペ 結果】 【U14女子エペ 結果】 

2位： 佐藤　ひな子 2位： 大高　姫菜
3位： 三輪　うらら 3位： 三輪　うらら
5位： 古賀　万結 9位： 古賀　万結
9位： 大高　姫菜 11位： 佐藤　ひな子

　　
　　 【U12男子サーブル 結果】 【U14男子サーブル 結果】

2位： 奥井　咲之祐 7位： 奥井　咲之祐
6位： 河野　碩資 8位： 河野　碩資
7位： 西村　健也 13位： 田中　遼大

10位： トゥルヒーン　ミハイル 16位： 西村　健也
1２位： 田中　遼大 22位： トゥルヒーン　ミハイル

　　
　　 【U12女子サーブル 結果】 【U14女子サーブル 結果】
　　 3位： 大岡　詩苑 3位: 髙橋　ひなた
　　 5位： 高田　美帆 3位: 高田　美帆

7位： 髙橋　ひなた 5位： 大岡　詩苑
　　 8位： 孫　櫻珊 6位： 孫　櫻珊

20:00 21:00 夕食
全体で食事できる場所が見当たらず。４班に分かれて食事した。

活動場所 活動内容活動時間



11月13日 6:30 8:30 Adina Apartment Hotel 起床、朝食後試合会場へ移動
（水）  NSW Fencing Center  2019Friendship Cup Teams（団体戦） 

団体戦はU12、U14共に男女混合で行われた。

　　 【U14男女混合エペ 結果】１位：日本男子　３位：日本女子
　　 【U12男女混合エペ 結果】 1位：日本男子　２位:日本女子
　　 【U14男女混合サーブル 結果】　５位：日本男子　6位：日本女子
　　 【U12男女混合サーブル 結果】２位：日本男子　５位:日本女子

サーブルのU12は決勝トーナメントを行わず、プール戦の結果のみで順位を決めた。
　　 20:00 21:00 夕食 シドニー最後の夕食なので、みんな一緒に食事した。

ホテル近くの和風「大将」外のテーブルに子供たちの椅子を準備してくれた。
11月14日 7:30 8:30 Adina Apartment Hotel 起床、朝食

（木） 9:00  チェックアウト後、荷物はホテルに預けて観光へ。
　　 市内観光（昼食込）

17:30 Taronga　Zoo（タロンガ動物園） フェリー遊、覧買い物
　 21:30 シドニー空港出発 シドニー空港発NH880便

11月15日 5:05 羽田空港到着 羽田空港 （国際線ターミナル）
（金） 6:00 到着後荷物受取場所で解団式

　　 7:00 全員無事入国審査を終えて各自家帰路に就くのを見届けて引率者も解散した。
　

　

備考

・アクセスについて

・食事について 

・試合について 

 ホテルから会場へは3日間徒歩で往復した。（1５分程度）荷物を持っての移動であり選手の負担が大きかった。（2日目から荷 物を体育館に置かせてもらえた）ホテ
ルとシドニー空港の送迎はワゴンタイプのタクシー2台で移動した。（20分程度）。チャーターした車両は荷物が多く少し狭かった。ドライバーは親切で運転も対応も
紳士的であった。

朝食はホテルで3日間同じメニューで揚げものや強火で焼いたウインナー・ベーコン・スクランブルエッグであった。選手はほとんど手を付けていない状況であった。
昼食はフェンシング会場の売店で総務の石上さんが選手の希望を聞きながら注文していただきほぼ満足していた。水分補給もこまめに行っていた。夕食は４班に
分かれて好きなものを食べてもらった。現地最終日は全員同じ日本食？レストランで食事した。

試合結果記載の通り、個人戦でエペ男子U12では1・２・３位、U14では3位入賞、エペ女子U12・U14で共に2・3位に入賞した。団体戦（男女混合）ではU12で男子
チーム優勝、女子チーム準優勝、U14団体では男子チーム優勝、女子チーム3位と好結果を出した。一方また男子個人サーブルはU12で2位に１人入るだけと少し
寂しい結果であったが、U１４個人で女子サーブルが3位に2人入る健闘を見せた。団体戦では男子チームがU12混合で2位と健闘した。サーブルにおいては審判
のジャッジに不満を持つ選手が多く、思うような結果に繋がらなかった。今回のオーストラリア遠征に参加し、海外に出向いて外国人選手と試合をしたり交流できた
ことは選手にとって貴重な経験となった。今後の日本フェンシング躍進に貢献する選手に成長してほしい。



・選手について

・観光について

・総務について

・コーチについて

・現地協会、選手との交流について

・選手のご家族との連絡について

 コーチが2名とも男性ということもあり、女性総務である石上様には非常にご負担をお掛けした。女子選手への細 やかな対応や男子選手も含めコーチには直接相
談しづらい事柄への受け皿となっていただき大変感謝している。 またホテルとの交渉、食事面への気配り、観光時の対応など石上様がいなければこの遠征は成り
立たなかったと 言っても過言ではない。

岩橘様が事前にご家族・コーチ陣とのLINグループを作成 してくださったので、遠征前から情報交換ができた。現地に行ってからもルーターの準備があったので、
選手の現地生活の状況や試合結果などの情報が提供できて保護者の不安を和らげることができたと感じる。また、子供たちは会場やホテルのwi-fiを利用してスマ
ホで家族と連絡していた。

 小玉がサーブル、越水がエペを担当した。越水コーチは年齢も若く選手ともよくコミュニケーションをとり初顔合わせの選手に対しても適切にアドバイスを提供でき
たと感じる。選手数が多く現地での個人レッスンはほとんどできなかった。前日の練習日に時間をとってレッスンすればよかったと反省している。

 全国大会の上位者ということもあり一定レベルの技術を持ち将来性を感じる選手が多かった。指導やアドバイスに対しての反応も良く、自分で考えながら試合に臨
んでいた。エペやサーブルに特化している選手が多くなってきており、レベルは高まってきていると感じたが、サーブルにおいては技術・ルールの理解をもっと深め
る必要があると感じた。今回の経験をベースに今後のレベルアップに期待したい。

 練習や試合を通じた交流に終始した。オーストラリアの選手の中には日本語を理解する選手もいて日本選手といろいろな情報交換を行っていた。現地協会との交
流は試合の進行・運営に携わる状況から思うような交流はできなかった。プレゼント交換の準備をして臨んだが、渡すタイミングが取れず、アレックスさんに託して、
オーストラリア選手に渡してもらうこととした。

電車移動には Opalカードをチャージして利用し, スムースに電車移動できた。観光場所についても選手の希望が多かった動物園（タロンガ動物園）とした。フェリー
に乗り遊覧しながら動物園往復し、シドニーの自然や文化に触れることができた。


